
令和５年度（２０２３年度） 聴覚障害者のコミュニケーション教室 （事前申込み制） 

 

今年度の聴覚障害者コミュニケーション教室は、オンライン形式（Youtube）で開催します。受講ご希望の方は、裏面のお申込み方法等をご覧のうえお手続きください。 

 

 配信期間 テーマ 内  容 講  師 申込期間 

１ 
９月２３日（土） 

～  
１０月７日（土） 

202２年度公開（再公開） 

「喪失学の視点から」 

～グリーフケアを知る～ 

人は人生の途中で様々なものを失う。家族、友人、希望…人生の途中で聴覚を失う

ことも喪失である。喪失とはなにか、喪失することでどのような影響があるのか、

喪失とどう向き合えばよいのかをグリーフケアの実践から客観的に学ぶ。 

関西学院大学 

人間福祉学部人間科学科 教授 

坂口 幸弘（さかぐち ゆきひろ） 

８月３１日（木） 

～  
９月１４日（木） 

２ 

１０月２１日（土） 

～  
１１月４日（土） 

 

202２年度公開（再公開） 

わかりあえないことから 

言葉の「意味」は理解できても、言葉にかかるコンテクスト（文脈）がずれてしま

うとコミュニケーションが成り立たなくなる。このコンテクストを理解する能力こ

そが、社会的弱者を支える側の人に必要な能力である。言葉で伝わらない非言語情

報をいかに伝えるかを、演劇の手法を通じて学ぶ。 

劇作家・演出家 

平田 オリザ（ひらた おりざ） 

９月２８日（木） 

～  
１０月１２日（木） 

３ 
１１月２５日（土） 

～  
１２月９日（土） 

202２年度公開（再公開） 

「つじつまを合わせたがる脳と心」 

～補い合う感覚処理の特徴～ 

視覚、聴覚、触覚にはそれぞれの感覚器官（眼・耳・皮膚）があり、脳内で階層的

に処理されているが、外界を総合的に理解するために複数の感覚器官から得られた

食い違う情報を統合し、瞬時に総合的な判断が行われているという。聴覚に障害が

ある場合は、脳内で認識処理がどのように行われるか、どのような認知が苦手にな

るのか、脳内における情報処理の仕組みを学ぶ。 

筑波学院大学 経営情報学部 

ビジネスデザイン学科 教授 

横澤 一彦（よこさわ かずひこ） 

１１月２日（木） 

～  
１１月１６日（木） 

４ 
１２月２３日（土） 

～  
１月６日（土） 

読み手に合わせた「ことば」のあり

かたとは 

～日本語の「わかりやすさ」を作る

情報保障の実践例から考える～ 

あなたには、役所や病院、銀行や法律関係などの手続きの際、書類や説明のわかり

にくさに悩んだ経験があるだろうか。知的障害や言語理解に難しさを有する人たち

は、ことばやコミュニケーションの難しさのある場面から疎外されているといわれ

る。本講演では、知的障害者らとともに取り組む日本語の「わかりやすさ」を作る

実践を紹介する。そこから得られた知見に基づいて、情報保障・コミュニケーショ

ン支援における読み手に合わせた「ことば」のありかたを考えてみたい。 

立正大学社会福祉学部社会福祉学

科准教授 

一般社団法人スローコミュニケー

ション副理事長 

打浪 文子 （うちなみ あやこ） 

１１月３０日（木） 

～  
１２月１４日（木） 

５ 
１月２７日（土） 

～  
２月１０日（土） 

難聴者の当事者研究からできた

私のトリセツ 

当事者研究とは、一人ひとりが自分自身の困りごとや生きづらさについて研究者と

なり、周囲の仲間たちと語り合うなかで困りごとへの理解を深めたり、よりよい付

き合い方を探していく営みのこと。聴覚障害者の当事者研究を通して、自分の取扱

説明書を作ってみませんか。 

国立大学法人 宮城教育大学  

特別支援教育専攻 教授 博士（教

育学）聴覚・言語障害教育コース担

当 しょうがい学生支援室副室長 

松﨑 丈（まつざき じょう） 

１月４日（木） 

～  
１月１８日（木） 

６ 
２月１７日（土） 

～  
３月２日（土） 

人間関係に困ったときのアドラ

ー心理学 

意思疎通がうまくいかず、人間関係をこじらせてしまうこともあるでしょう。そん

なとき、アドラー心理学が他人とどう付き合ったらいいのかのヒントを示してくれ

るかもしれません 

日本支援助言士協会会長 

鶴田 恵美子（つるた えみこ） 

１月２５日（木） 

～  
２月８日（木） 

 

お申込み方法等は裏面に記載                                                 
                                                                                                20230808 



お申込み方法  受講を希望される方は、次のいずれかの方法でお申込みください。 

方法１ 

特定非営利活動法人 東京都中途失聴・難聴者協会のホームページのイベント情報『コミュニケーション教室お申込みフォーム』から 

フォームから送信後、申込み受領確認メールが自動送信されます。 

URL：https://www.tonancyo.org/ 

 

方法２ 

タイトルを「コミュニケーション教室○月受講申込」として、①氏名、②メールアドレス を事務局あてに送付 

申込み確認後、事務局よりメールまたは FAX で受講受付を送信いたします。 

〔申込先〕 

特定非営利活動法人 東京都中途失聴・難聴者協会 事務局 

メールアドレス ： info@tonancyo.org 

FAX 番号 ： 03-5919-2563 

 

※ 携帯アドレスでお申込みの場合は、事務局アドレス info＠tonancyo.org が受信できるように受信許可の設定をお願いします。 

※ 申込受領確認メールが届かない場合は、メール受信の設定や迷惑メールに振り分けられていないかをご確認のうえ再度お申込みいただくか、 

お手数ですが事務局へご連絡ください。 

※ 受講 URL は各開講日の 3 日前までにお送りします。 

※ 受講 URL は受講手続きをされた方のみにお送りします。他者に貸与しないでください。 

※ 講座の無断録画、録音、画像の保存等は禁止します。 

※ 受講後、簡単なアンケートをお願いする予定です。 

※ インターネットでの受講が困難な方へ DVD を貸し出します。事務局へお申込みください。 

 

■主 催：東京都教育委員会 （委託 特定非営利法人 東京都中途失聴・難聴者協会） 

■対 象：都内の聴覚障害者等  各回オンライン配信（Youtube） 

■受 講 料：無料 

■問合せ先（事業全般に関すること） 

東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課 

〒163-8001 新宿区西新宿 2-8-1 

電話：03-5320-6857 

FAX：03-5388-1734 

メールアドレス：ml-sy-kyoyokoza@section.metro.tokyo.jp 

■問合せ先（申込みに関すること） 

特定非営利活動法人 東京都中途失聴・難聴者協会 

〒160-0022  新宿区新宿 2-15-25 カテリーナ御苑 202 

電話：03-5919-2421 

FAX：03-5919-2563 

メールアドレス：info@tonancyo.org 

東京都中途失聴・ 

難聴者協会 HP 


